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復興！　大津波の記憶を風化させない

５月の出来事～ 地元報道より ～
平成28年（2016年）

◇気仙沼・本吉地方の今季のワカメ入札が終了し、
24 年以来の最高値となった。総数量は 1529 ト
ンで金額は 14 億 9700 万円だった。最高値は３
月末の１万 3892 円で、平年の 1.6 倍となった。

◇14 年前の志津川で発生の「夫婦強盗殺人事件」
の、犯人逮捕の協力、呼びかけを、南三陸署は
３日におこなった。

◇南三陸町では国際認証（FSC）を得た南三陸
産材を町の本庁舎や支所建設に採用する。これ
にともない役場内において、使用する南三陸産
材のショールームを設置した。歌津支所は 50％
以上を使用する。国内公共施設では初となる。

◇南三陸町は長野県原村と災害時の相互応援の
協定を６日締結した。これで５自治体目となる。

◇南三陸町歌津の「しおかぜ球場」の改修工事
に甲子園と同様の土を使用し、芝張り替えなど
３千万円を計上し、来春には完成する。佐藤仁
町長は昭和 44 年に仙台商業の遊撃手として甲子
園に出場していて、町長のアイディアによるも
のだ。

◇伊里前川のシロウオ漁が最盛期を迎えた。河
口の工事もあり、漁期が例年より１ヵ月遅れた
ものの、漁獲量は昨年並み。踊り食いやかき揚
げで、地区民は旬の味を楽しんでいる。

◇宮城県南三陸教育事務所（気仙沼）では、不
登校児童・生徒に対応すべく、指導員の資質の
向上へ力を入れる。県内の 26 年度の不登校は小

学校 501 人、中学校が 190 人と、震災前の 22
年度と比べ、小学生が２割、中学生は１割増加
している。

　南三陸町の人口海水浴場「サンオーレ袖浜」
の災害復旧工事の安全祈願祭が、11 日関係
者 30 人が集まり開催された。浜の賑わい再
びと、本年 11 月完成を目指す。来夏の観光
振興の期待に町民は胸をふくらませる。

◇佐藤仁町長は 14・15 日と町職員１人を同行
させ、熊本震災の益城町を訪問する。町から 20
万円、町民からの 20 万円の計 40 万円を益城町
と県庁に 20 万円ずつ贈る。東日本大震災後に熊
本県から保健師の派遣を受けている。

◇13 日の臨時町議会で、新魚市場開設に向け町
条例の一部を改正し、卸売業者事務所の使用料
を月額６万２千円に設定した。新魚市場は６月
１日から共用を開設する。その他 10 議案を原案
可決した。

　南三陸町の名物「キラキラ丼」が、１日千
食売れる日もあり、うに丼が大好評だ。

◇「地域おこし隊」の初めての取り組みに、
関東地域から移住する３名に委嘱状が交付さ
れた。新しく生まれる南三陸町の力になって
と期待されている。活動費は月額１人 16 万
円で国の特別交付金を利用する。

◇南三陸町は毎月はじめの広報の配布の他に、
月中に復興情報などの発信として、５月 15 日か
ら「広報お知らせ版」を発行する。Ａ４・２色刷
りで 5500 部を配布する。

◇宮城県漁協志津川支所戸倉出張所かき生産部
会の、海のエコラベルといわれるＡＳＣ認証の
伝達式がホテルで行われた。自然を守り持続可
能な管理をする水産物に与えられるもので、世

南三陸町

界 29 カ国 250 件が認証を受けている。志津川
産養殖ガキのブランド化へ前進した。
◇南三陸町と気仙沼市は第 15 次の復興交付金、
合計で 60 億円を復興庁に申請した。
◇南三陸町図書館では、昭和 35 年５月 24 日発
生の「チリ地震津波」の写真や新聞などの資料
展を開催する。

　気仙沼・本吉広域消防署は、４月 16 日午
前３時 20 分ごろ戸倉波伝谷漁港で、仙台市
の男性が釣りに来ていて誤って海に転落した。
漁港で作業をしていた県漁協志津川支所戸倉
出張所カキ生産部会の７人が救助した。南三
陸消防署はカキ生産部会に感謝状を贈った。

◇台湾の三育高級中学校の生徒 10 人と教師２人
が、志津川高校を訪れ生徒間の交流会を開催した。
台湾の中学生は日本に興味が湧いたと、出会い
を記念してプレゼントを交換した。

◇20 日歌津平成の森「しおかぜ球場」で、ナイ
ター野球が開催された。今年も計６チームの総
当たり戦が７月まで繰り広げられる。

　南三陸町歌津の国の天然記念物指定の「ウ
タツギョリュウの化石」が、全国 47 都道府
県を代表する「県の石（化石の部）」に認定
された。魚竜館再建に大きな弾みとなる。

◇24 日南三陸町入谷岩沢の畑で、クマの足跡が
見つかった。

◇気仙沼法人会は、社会貢献５団体を表彰した。
大賞は「南三陸復興ダコの会」が受章した。

◇南三陸病院でチャリティーコンサートが 26 日
開催された。演奏はバンクーバー交響楽団終身
名誉コンサートマスターの長井さん夫婦と、６
人の親類が音楽で被災地を元気にしたいと開い
た。

気仙沼市

南三陸町と気仙沼市の復興の進捗と問題を
比較して見れます。

◆気仙沼市議会は市民に「予算に意見を聞かせ
て」と、24 日から 18 会場で報告会を実施する。

◆気仙沼市本吉町の大谷「３丁目網」で 30 日、
６年ぶりの初起こしでサバを中心に 3.7 トンの
水揚げに沸いた。

　気仙沼市の「ふるさと納税」は、寄付額が
減税分を上回り、5200 万円の黒字となった。

『 27 年度のふるさと納税は、8563 件、１億
3391 万円』

◆気仙沼市では、14 日から徳仙丈山「つつじバ
ス」を運行する。

◆９日午前６時 30 分気仙沼市立病院脇の住宅
152 ㎡と倉庫を全焼した。

◆気仙沼市の 29 年度以降の応急仮設住宅につい
て、10 日代表者会議があり、事情のある世帯ご
とに延長する事とした。現在は入居６年目となり、
次年度の７年となっても厳しい家庭状況を考慮
していく。

◆気仙沼市の災害公営住宅で、空き室が全体の
１割となっている。全体で 1764 戸の建設で、
1533 戸が入居又は確定となり、募集戸数は
231 戸にのぼっている。

◆気仙沼市の防集団地で、フェンス設置への補
助金に条件・割合などの制度検討への方針を示

した。

◆本吉町小泉で、ボランティアの協力により、
震災による行方不明者の捜索が行われた。

◆気仙沼市の「落合直文会」は、熊本地震の南
阿蘇村の復興へ募金活動を始めた。落合の「孝
女白菊」の作品の舞台となり、交流を深めていた。

◆気仙沼市港町の防潮堤について、気仙沼市は
起立式（フラットゲート）の採用を求めている
のに対し、県はアクリル窓を設置し、湾内の採
用はあくまで特例としている。住民の景観対策
を重視して提案している。菅原市長は住民の意
向にそうように、県に直接談判する事を示して
いる。

◆気仙沼市の仮設住宅入居率が 62％で、再建な
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どで退去が続いている。今後は防犯やコミュニ
ティーの対策が課題となっている。４月末の人
口は 66249 人で前月比 81 人が減少した。

◆気仙沼市内の買い取り被災地の３割が、その
用途が決まっていない。活用の半分が公共用地
で民間利用は 0.4％にとどまり、活用に制度の縛
りがある事も要因の一つとなっている。

◆気仙沼市の「高齢者交流サロン事業」が好評だ。
昨年度は 29 団体が活用した。本年度は介護予防
などサロンの活動が拡充展開を図っていく。現
在は開設団体を募集している。

◆気仙沼水産試験場の小型船「海翔丸」が、太
平洋を５年漂流し沖縄県宮古島沖で見つかった。

《住宅再建移転見本》 《公営復興住宅移転見本》
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